
政
期
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
ど

付
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
医
心
方
』
は
わ
が
国
医
療
に
根

（
京
都
医
学
史
研
究
所
）

一
九
九
一
年
、
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
学
会
、
内
藤
記
念
く
す

り
博
物
館
で
、
青
木
允
夫
前
館
長
か
ら
、
写
本
『
口
歯
類
要
』
の
「
一

ピ
ー
を
贈
ら
れ
た
。

勉
学
の
跡
の
著
し
い
写
本
に
つ
い
て
先
人
の
辛
苦
を
思
い
つ
つ
、

再
三
精
読
。
口
科
・
歯
科
学
と
は
何
か
を
問
い
直
す
こ
と
と
な
っ

た
。

一
一

『
口
歯
類
要
』
古
具
倖
ョ
答

44古
呉
は
、
後
漢
（
二
五
’
三
一
○
）
滅
亡
後
、
三
国
時
代
（
二
二
○

『
口
歯
類
要
』
質
疑

後 古
学 呉

杉
本
茂
春

宋 醇

瑛 円

佼著
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’
二
八
○
）
に
入
り
、
二
二
九
年
呉
王
、
孫
権
（
太
帝
、
一
八
二
’
二

五
二
）
帝
と
称
し
、
建
業
（
南
京
）
に
都
す
。
以
後
、
三
国
（
呉
・
蜀

・
魏
）
鼎
立
の
形
と
な
る
。
呉
よ
り
晴
の
統
一
ま
で
、
六
王
朝
が
建

業
に
都
し
た
の
で
、
六
朝
時
代
と
よ
ぶ
と
史
書
に
染
え
る
。
古
呉
と

は
、
呉
（
三
一
九
’
二
八
○
）
の
興
隆
期
で
あ
ろ
う
。
因
に
、
耶
馬
台

国
の
女
王
卑
弥
呼
、
魏
に
使
者
を
派
遣
し
た
の
は
二
三
八
年
の
こ

と
。
ま
た
、
後
漢
の
許
慎
撰
す
る
『
説
文
解
字
』
の
成
立
は
一
○
○

年
ご
ろ
の
こ
と
。

四

宋
瑛
の
校
訂
が
ど
こ
ま
で
蒔
巳
の
原
著
に
忠
実
で
あ
っ
た
か
は
別

と
し
て
、
原
著
は
説
文
の
字
義
を
ふ
ま
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
『
口
歯
類
要
』
の
題
名
は
、
今
日
、
わ
れ
わ
れ
の
理
解
し
て
い

》
（
》
、

口
、
歯
、
類
、
要
、

で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

五

説
文
に
、

ロ
人
所
以
言
食
也
象
形
、
凡
口
之
属
皆
圦
口

段
玉
裁
注
に
は
、

口
言
語
飲
食
者
口
之
両
大
掃
舌
下
亦
日
口
所
以
言
別
味
也
頚

象
伝
日
君
子
以
慎
言
語
節
飲
食
象
形
苦
厚
切

口
は
、
胸
中
に
た
た
む
思
想
を
言
葉
と
し
て
吐
き
だ
す
出
口
で
あ

り
、
営
養
を
摂
取
す
る
、
食
物
を
味
わ
い
、
咬
み
、
胃
の
中
に
送
る

入
口
で
あ
る
。
口
は
人
類
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
籔
（
孔
）
、
人
体
に

あ
る
、
通
り
ぬ
け
に
な
っ
て
い
る
孔
の
こ
と
で
、
君
子
は
言
語
を
慎

し
ゑ
、
飲
食
に
も
節
度
を
忘
れ
な
い
。
そ
こ
ま
で
深
く
ょ
染
こ
ん
だ

う
え
で
、
文
字
自
体
は
象
形
と
断
定
し
て
い
る
。

口
は
、
生
命
の
科
学
か
ら
す
れ
ば
、
生
命
の
営
象
を
表
す
言
葉
の

出
口
で
あ
り
、
生
命
を
維
持
す
る
食
物
の
と
り
入
れ
口
で
、
口
の
健

康
は
生
命
の
健
全
を
意
味
し
て
い
た
。

〔
説
文
〕
歯
口
断
骨
也
象
口
歯
之
形
止
声
凡
歯
之
属
皆
圦
歯

昌
里
切
患
古
文
歯
字

〔
段
注
〕
歯
鄭
注
周
礼
日
人
生
歯
而
体
備
男
八
月
女
七
月
而
生

歯
閣
大
徐
本
誤

説
文
は
、
歯
そ
の
も
の
に
つ
い
て
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
け
れ
ど

も
、
齢
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
察
し
て
、
段
氏
も
周
礼
を
ひ

き
、
注
を
加
え
て
い
る
。
歯
に
は
人
の
一
生
を
予
測
し
、
人
の
生
命

を
造
り
だ
し
、
人
の
生
命
を
養
う
器
官
と
い
う
大
認
識
に
立
っ
て
い
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：
（
或
る
一
人
の
婦
人
怒
り
に
因
り
て
歯
痛
寒
熱
あ
り
、
小
柴
胡
を
用
い
、

川
茸
・
当
帰
・
挟
苓
・
白
尤
・
山
楯
を
加
え
て
痙
痛
止
象
、
加
味
道
遙
散
を

痛
止
用
加
味
遁
遙
散
而
寒
熱
退

が
た
い
。

用
、
い
て
寒
熱
退
く
）
。
等
々
。

た
。
古
文
、
周
人
の
発
想
に
は
、
ロ
四
目
菌
の
理
念
が
こ
も
っ
て
い
た

に
ち
が
い
な
い
。

〔
説
文
〕
類
種
を
相
似
唯
犬
者
甚
圦
犬
糧
声

桓
難
暁
也

類
は
、
意
符
犬
と
音
符
栢
と
か
ら
成
り
、
も
と
、
た
ぬ
き
の
意
を

表
し
た
が
、
糧
、
紛
ら
わ
し
い
意
に
通
じ
、
「
た
ぐ
い
」
似
る
な
ど

の
意
に
用
い
る
。
犬
に
甚
だ
よ
く
似
て
い
て
、
は
っ
き
り
と
区
別
し

〔
説
文
〕
要
・
奥
身
中
也
象
要
自
臼
之
形

要
は
、
人
が
両
手
で
腰
の
と
こ
ろ
を
押
え
て
い
る
さ
ま
に
象
り
、

腰
、
腰
に
帯
を
し
め
る
意
を
表
し
、
か
な
め
、
し
め
く
く
る
意
。

口
歯
の
諸
症
状
を
主
と
し
て
、
人
体
に
あ
る
七
つ
の
孔
、
七
窯
の

故
障
を
説
く
書
籍
を
題
し
て
、
『
口
歯
類
要
』
と
い
う
。

症
例
、
一
婦
人
因
怒
牙
痛
寒
熱
用
小
柴
胡
加
茸
帰
苓
尤
山
楯
而
疹

一

ノ、

七

本
書
は
、
全
身
症
状
を
伴
う
口
腔
疾
患
の
治
験
例
等
を
多
く
集
め

て
、
歯
科
医
史
学
の
秘
密
境
と
言
え
る
。

（
大
阪
市
）
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